
これまでの議論から見えてきた方向性

・すべてのインフラを維持管理していくことは難しい。優先順位を
つける必要があるのでは。

・新設や機能の向上よりも、今あるものを上手に使っていくことが
重要。

・優先的に維持管理や更新（架替え）を実施すべき橋の性能は
どういったものであるべきか。

維持管理・更新の方向性を定めるための指標が必要
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資料２令和８年８月１９日
第２回未来へつなぐ持続可能なインフラマネジメントのあり方検討ＷＧ

「健全性」と「重要性」から判断
(点検結果に基づく状態) (社会経済への影響等)



橋の健全性～橋梁点検の判定区分～

診断の区分 定義

Ⅳ 緊急措置段階
道路橋の機能に支障が生じている。又は生じる可能性が
著しく高く、緊急に措置を講ずべき状態。

Ⅲ 早期措置段階
道路橋の機能に支障が生じる可能性があり、早期に措置
を講ずべき状態。

Ⅱ 予防保全段階
道路橋の機能に支障が生じていないが、予防保全の観点
から措置を講ずることが望ましい状態。

Ⅰ 健全 道路橋の機能に支障が生じていない状態。

５年に１度、県が管理するすべての橋梁で点検を実施

2区分:Ⅰ 小白川橋 区分:Ⅱ 火の川原橋 区分:Ⅲ 有沢橋

【
健
全
性
】

低い

高い



社会経済への影響、生活者の視点、災害時の道路ネットワーク、橋の長さ、
大型車をはじめとした交通量などを考慮した【指標】を設定し、総合的に判断

出典：（一社）プレストレス・コンクリート建設業協会HP

河口の橋 街中の高架橋 山間部の橋

重要性
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維持管理・更新の優先順位のイメージ

低い 【 重 要 性 】 高い

低
い

【

健

全

性

】

高
い

点検結果に基づく状態 健全性・安全性・緊急性
社会経済への影響 路線や橋の重要性・生活重要施設アクセス

津波／原子力災害からの避難・孤立リスク

維持修繕・更新の

・必要性が高い
・緊急性が高い

維持修繕・更新の

・必要性が低い
・緊急性が低い
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「健全性(点検結果に基づく状態)」と「重要性(社会経済への影響等)」から判断

「健全性(点検結果に基づく状態)」と「重要性(社会経済への影響等)」から判断
（次ページより例示）
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緊急輸送道路

災害時に救急搬送や支援物資輸送を優先的に行う重要な道路で、指定されている
ルート上にある橋は重要性が高い。

※一部の図は生成AIを活用して作成しています
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緊急輸送道路～指定状況～
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新高岡駅

□

黒 部 宇 奈 月 温 泉 駅

□

□黒部駅

□

□

□

（国道８号）

富山地区

（富山港）

氷見 I C

（東海北陸自動車道）

高岡北 I C

高岡 I C

福岡 I C

五箇山 I C

（北陸自動車道）

富山西 I C

小杉 I C

新湊地区

（富山新港）

（魚津港）

（北陸自動車道）

伏木地区

（伏木港）

（
能

越
自

動
車

道
）

（
北
陸
自
動
車
道
）

砺波 I C

入善 S I C

（国道 4 1号）

（伏木富山港）

黒部 I C

富山空港

滑川 I C

立山 I C

（国道 1 6 0号）

福光 I C

氷見北 I C

流杉 S I C

（国道 1 5 6号）

朝日 I C

（国道８号）

小矢部 I C

富山 I C

魚津 I C

灘浦 I C

高岡砺波 S I C

小矢部東 I C

氷見南 I C

滑川 I C

上市 S I C

城端 S I C

南砺 S I C

第１次緊急輸送道路
  県庁所在地、地方中心都市及び重要港湾、空港等を連絡する道路
第２次緊急輸送道路
  第１次緊急輸送道路と市町村役場、主要な防災拠点
（行政機関、公共機関、主要駅、港湾、ヘリポート、災害医療拠点、

自衛隊等）を連絡する道路
第３次緊急輸送道路
  その他の道路



通学・通院など
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幹線道路

生活道路

生活道路

××用水
病院から半径○○m圏内

学校から半径○○m圏内

病院

小学校

橋1

橋2

橋3

病院や学校へ行くために
必要となる橋

○○川

※一部の図は生成AIを活用して作成しています

学校や病院に近い橋ほど利用者が多く、重要性が高い。



孤立リスク
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橋が通れなくなった場合に、地域が孤立する橋は重要性が高い。

※一部の図は生成AIを活用して作成しています



E41 上梨

田向

皆葎

猪谷

小原
上平細島

菅沼

新屋

下島

田下

西赤尾町

楮

庄川
→

成出

国道156号

迂回路

橋りょう

集落

湯出島橋（S51完成）

小原橋
（S38完成）

釜谷橋
（S54完成）

深谷橋
（S54完成）

細島橋
（S54完成）

菅沼橋
（S47完成）

新屋橋
（S33完成）

楮橋
（S50完成）

宮川原橋
（S53完成）

小白川橋
（S50完成）

赤尾橋
（S53完成）

～状況～

・ほぼ同時期に架けられた橋梁群

・直列に連続している

・１橋でも通行不可となると、長期にわたり影響大

～対応策～

○長寿命化を図りつつ、

○橋梁群としてとらえ、優先道は全県下を見渡した

うえで、健全性で判断

富山県

岐阜県

成出橋
（S52完成）

飛越橋
（S52完成）

合掌大橋
（S54完成）

※迂回路の大部分は、すれ違い不可・
大型車通行不可

孤立リスク～国道156号 橋が連続する地域への対応～

9

火の川原橋
（S53完成）



交通量（道路利用者）多い

交通量（道路利用者）少ない

10

日あたりの交通量

交通量（道路利用者）が多い橋ほど、重要性が高い。

※一部の図は生成AIを活用して作成しています
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日あたりの交通量～100m以上の橋～

出典：北陸SIP「スマートインフラマネジメントシステムの構築
（代表：宮里心一，金沢工業大学）」の成果の一部

石川工業高等専門学校環境都市工学科・寺山一輝

交通量（台／日）



大型車交通量の多さは橋への負担に影響する。
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日あたり交通量～大型車交通量～

※一部の図は生成AIを活用して作成しています

大型車が通ると橋に大きな力が伝わります。

その重さは約10トン、乗用車およそ6台分です。

＝約10トン

橋への負担：大
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過積載による橋への影響は、基準超過の12乗に相当するといわれて
おり、10tを5t超えると橋への影響は130倍になり、劣化を早める。
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橋の長さ

短い橋：L 長い橋：2L

一般に、自重により作用する曲げモー
メントは距離の２乗に比例するといわ
れており、橋長が2倍になると曲げモー
メントは2² = 4倍となり、橋への負荷
は大きくなる。

新規
橋が長いほど、橋に生じる負荷が大きくなる。

2L

橋長：大 → 曲げモーメント：大

特に

※一部の図は生成AIを活用して作成しています 

L

曲げモーメントは距離の２乗に比例する。橋の長さが2倍になると曲げモーメントは2² = 4倍
となり、橋への負荷は大きくなる。

w（荷重） w（荷重）

曲げモーメントの大きさ（Ｍ）

曲げモーメントとは、部材を曲げようとする内部の力Ｍ=wL²/8（橋の中央）

14
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構造や架設位置が特殊な橋

吊橋 アーチ橋

跨線橋

構造が特殊な橋（吊橋やアーチ橋）
架設位置が特殊な橋（跨線橋）

維持管理費が増大になる傾向に



大規模修繕

架替えを検討集約・撤去を検討

16

橋の維持管理・更新の考え方

日常管理
・道路パトロール
・ボランティア活動 など

軽微な補修
効率的な監視
・センサー活用
・カメラの活用 など

低い 【 重 要 性 】 高い

低
い

【

健

全

性

】

高
い
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